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【目的】 
心的イメージとは、物事を思い起こす時に心に浮かぶ映像のこと
である。本研究では、日常の心的イメージ使用の個人差を測定する
自己記入式の質問紙である、自発的イメージ使用尺度
（Spontaneous Use of Imagery Scale: SUIS）の日本語版を開発
し、臨床的有用性を検討した。 
【方法】 
126名の健常者を対象に、SUISとリボビッツ社交不安尺度
（Liebowitz Social Anxiety Scale ：LSAS)の回答を得た。また、
20名の社交不安症患者において、毎週1回、16セッションの個人認
知行動療法の実施前と後に、上記の２つの質問紙評価を行った。 
【結果・考察】 
SUISのPearson’s rは0.76で信頼性を確認できた。また、健常者
において、SUISとLSASの間に相関は見られなかった。健常者と社交
不安症患者との間にSUISのスコアの有意な差はなかった。また、認
知行動療法の前後で、LSASは有意な低下(Cohen’s d = 1.72)を示
し、症状改善が見られた一方、SUISは有意でない上昇を示した
(Cohen’s d = 0.22)。我々の研究により、日本人のSUISの平均ス
コアは、36.1 (SD = 6.91)であり、欧米の数値とほぼ変わらないこ
とが明らかになった。 
【結論】 
SUIS日本語版は信頼性が確認され、異文化間の心的イメージに関
する研究に有用である。SUISで測定される、心的イメージの日常使
用の傾向は、健常者および患者において、社交不安症状と関連がな
いことが示唆された。将来的に、社交不安症状と関連しうる心的イ
メージの問題、例えば、過去のイメージへのとらわれとの関連など
が検討されるべきであろう。 
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